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郷土の歴史は、我等の誇り、住みよい街をつくりましょう郷土の歴史は、我等の誇り、住みよい街をつくりましょう

下田の「青い海」守ります下田の「青い海」守ります

下田海上保安部下田海上保安部

「下田で働く人に聞いてみた」「下田で働く人に聞いてみた」

今回は下田海上保安部を紹介します今回は下田海上保安部を紹介します
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【入
ろ
う
と
思
っ
た
き
っ
か
け
は
】

　

小
さ
い
頃
か
ら
海
上
保
安
官
に

な
ろ
う
と
い
う
思
い
は
あ
っ
た
の

で
す
が
、
他
に
も
選
択
肢
が
増
え

る
理
由
か
ら
一
般
の
大
学
に
進
学

し
ま
し
た
。
就
職
活
動
を
始
め
て
、

改
め
て
海
上
保
安
庁
に
つ
い
て
確

認
し
て
い
る
う
ち
に
、
海
上
保
安

官
に
な
り
た
い
と
の
思
い
が
強
く

な
り
ま
し
た
。
さ
ら
に
採
用
試
験

を
調
べ
た
と
こ
ろ
、
一
般
大
学
卒

業
者
を
対
象
と
し
た
海
上
保
安
大

学
校
初
任
科
と
い
う
採
用
制
度
が

新
設
さ
れ
る
こ
と
を
知
り
、
大
学
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海
上
保
安
庁
で
は
、
令
和
２
年

度
か
ら
採
用
制
度
を
一
部
変
更
し

て
お
り
、
幹
部
職
員
養
成
の
た

め
、
海
上
保
安
大
学
校
初
任
課
と

い
う
、
一
般
の
大
学
卒
業
生
か
ら

の
採
用
を
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　

採
用
後
は
、
２
年
間
、
海
上
保

安
大
学
校
で
、
幹
部
海
上
保
安
官

と
し
て
必
要
な
、
高
度
な
学
術
・

技
術
を
学
ぶ
と
と
も
に
、
心
身
の

錬
成
を
図
り
ま
す
。

　

こ
の
春
、
こ
こ
で
学
ん
だ
第

１
期
生
28
名
た
ち
が
、
初
め
て

各
管
区
海
上
保
安
部
な
ど
に
配

属
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
う
ち
、
巡
視
船
し
き
ね
の

主
任
機
関
士
と
し
て
宮
原
孝
輔
さ

ん
が
下
田
海
上
保
安
部
に
配
属
と

な
り
、
茨
城
県
か
ら
静
岡
県
ま
で

の
太
平
洋
側
を
管
轄
す
る
第
三
管

区
唯
一
の
海
上
保
安
大
学
校
初
任

課
卒
業
生
の
配
属
者
と
な
り
ま
す
。

　

そ
こ
で
今
回
、
「
下
田
で
働
く

人
に
聞
い
て
み
た
」
と
題
し
て
、

宮
原
孝
輔
さ
ん
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

を
し
ま
し
た
。

【海
上
保
安
大
学
校
初
任
課
と
は
】

　

海
上
保
安
庁
の
幹
部
と
な
る

職
員
を
養
成
す
る
た
め
、
令
和

２
年
度
か
ら
大
学
卒
業
者
を
対

象
と
し
て
新
設
さ
れ
た
採
用
制

度
で
す
。
広
島
県
呉
市
の
海
上

保
安
大
学
校
に
２
年
間
在
籍
し
、

１
年
目
は
海
上
保
安
官
と
し
て

必
要
な
基
礎
知
識
や
訓
練
を
履

修
し
、
２
年
目
は
現
場
の
一
般

職
員
が
幹
部
登
用
さ
れ
る
た
め

の
研
修
制
度
で
あ
る
特
修
科
に

編
入
し
て
幹
部
海
上
保
安
官
と

し
て
の
知
識
を
深
め
ま
す
。

　

特
修
科
で
は
船
舶
の
運
航
に

必
要
な
資
格
で
あ
る
海
技
士
の

勉
強
を
す
る
前
期
と
、
法
律
の

勉
強
を
す
る
後
期
と
に
分
か
れ

て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
２
年
間
の
研
修
が
修

了
す
る
と
、
初
級
幹
部
海
上
保

安
官
と
し
て
巡
視
船
に
乗
り
組

み
、
海
上
保
安
業
務
に
従
事
す

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

で
学
ん
だ
こ
と
が
活
か
せ
る
と
思

い
挑
戦
し
ま
し
た
。

【業
務
の
内
容
は
】

　

巡
視
船
の
主
任
機
関
士
と
し
て

機
関
の
運
転
・
保
守
を
担
当
す
る

ほ
か
、
海
上
警
備
計
画
の
立
案
や

海
難
救
助
に
備
え
た
各
種
訓
練
の

企
画
等
を
行
っ
て
い
ま
す
。

【業
務
の
や
り
が
い
は
】

　

今
は
ま
だ
で
き
な
い
こ
と
の
方

が
多
い
の
で
、
で
き
る
こ
と
が
一

つ
一
つ
増
え
て
い
く
こ
と
に
や
り

が
い
を
感
じ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
責
任
あ
る
立
場
に
就
か

せ
て
い
た
だ
い
て
い
る
の
で
、
プ

レ
ッ
シ
ャ
ー
も
あ
り
ま
す
が
、
そ

の
分
、
や
り
遂
げ
た
後
の
喜
び
も

大
き
い
で
す
。

【業
務
で
大
変
な
こ
と
は
】

　

関
係
先
と
各
種
調
整
す
る
の
は

大
変
だ
と
感
じ
て
い
ま
す
。
保
安

部
か
ら
の
指
示
と
船
内
の
要
望
が

必
ず
し
も
一
致
す
る
訳
で
は
な
い

の
で
互
い
の
立
場
を
尊
重
し
調
整

を
行
っ
て
い
ま
す
が
、
円
滑
に
調

整
で
き
た
と
き
に
は
強
い
達
成
感

を
感
じ
ま
す
。

【黒
船
祭
で
の
活
動
は
】

　

黒
船
祭
で
は
海
上
か
ら
の
花
火

打
ち
上
げ
等
が
あ
っ
た
の
で
、
そ
の

警
戒
業
務
を
行
う
等
、
陰
な
が
ら
開

催
を
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
ま
し
た
。

【訓
練
は
ど
の
よ
う
な
も
の
か
】

　

巡
視
船
し
き
ね
に
は
警
備
救
難

艇
と
呼
ば
れ
る
小
型
の
ボ
ー
ト
が

搭
載
さ
れ
て
い
る
の
で
、
そ
の
揚

げ
降
ろ
し
作
業
や
操
縦
の
訓
練
、

射
撃
訓
練
等
も
行
っ
て
い
ま
す
。

　

訓
練
を
実
施
す
る
と
き
に
は
、

私
は
基
本
的
に
現
場
で
の
作
業
指

揮
を
担
当
し
ま
す
。

【訓
練
で
意
識
し
て
い
る
こ
と
は
】

　
ひ
と
つ
間
違
え
れ
ば
重
大
な
事

故
に
繋
が
る
危
険
も
あ
る
た
め
、

訓
練
で
は
安
全
管
理
を
徹
底
し
て

い
ま
す
。
訓
練
の
時
か
ら
安
全
管

理
を
徹
底
し
な
い
と
実
際
に
事
案

が
発
生
し
た
と
き
に
迅
速
な
対
応

が
で
き
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、
い
つ
出
動
要
請
が
か

か
っ
て
も
対
応
が
で
き
る
よ
う
に

常
日
頃
か
ら
準
備
と
心
構
え
を
し

て
い
ま
す
。

【帰
れ
な
い
時
も
あ
る
か
】

　

ど
う
し
て
も
補
給
が
必
要
に
な

る
の
で
、
他
の
港
に
寄
っ
た
り
も

し
ま
す
が
、
長
く
て
１
か
月
近
く

下
田
に
帰
っ
て
く
る
こ
と
が
で
き

な
い
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

【次
の
異
動
は
ど
こ
に
行
き
た
い
か
】

　

２
、
３
年
程
度
で
異
動
に
な
る

の
で
、
個
人
的
に
は
下
田
市
と

同
じ
よ
う
に
自
然
豊
か
な
場
所
、

十
一
管
区
の
沖
縄
な
ど
を
経
験
し

て
み
た
い
な
と
思
い
ま
す
。
雪
が

降
る
所
は
苦
手
な
の
で
南
に
行
き

た
い
で
す
。

【船
の
秘
密
は
】

　

長
期
間
、
航
海
す
る
こ
と
が

あ
る
の
で
、
船
内
に
は
生
活
水

を
相
当
量
蓄
え
る
こ
と
の
で
き

る
大
き
な
タ
ン
ク
を
備
え
て
い

ま
す
。
そ
の
利
点
を
活
か
し
災

害
が
起
こ
っ
た
際
に
は
、
被
災

地
で
給
水
支
援
す
る
と
い
っ
た

こ
と
が
可
能
に
な
り
ま
す
。

　

実
際
、
昨
年
静
岡
市
で
断
水
が

発
生
し
た
際
に
巡
視
船
が
給
水
活

動
を
行
っ
た
の
で
、
海
に
面
し
て

い
る
下
田
市
で
も
同
様
の
対
応
が

可
能
に
な
り
ま
す
。

【下
田
の
印
象
は
】

　

下
田
に
来
て
２
か
月
に
な
り
ま

す
が
、
海
が
本
当
に
綺
麗
で
、
自

然
も
豊
か
で
す
の
で
、
散
歩
す
る

だ
け
で
も
魅
力
的
な
ま
ち
だ
な
と

感
じ
て
い
ま
す
。

　

歴
史
あ
る
街
で
す
の
で
、
し
っ

か
り
と
勉
強
し
、
史
跡
巡
り
等
の

楽
し
み
を
増
や
し
て
い
き
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

【こ
れ
か
ら
の
意
気
込
み
を
】

　

初
任
科
時
代
は
、
全
国
各
地
の

様
々
な
経
歴
を
持
っ
た
仲
間
と
互

い
に
刺
激
し
あ
い
、
切
磋
琢
磨
し

な
が
ら
学
ん
で
き
ま
し
た
。
現
在
、

私
は
「
初
任
科
第
１
期
生
」
と
し

て
現
場
に
赴
任
し
巡
視
船
「
し
き

ね
」
の
主
任
機
関
士
を
務
め
て
い

ま
す
。
知
識
、
経
験
共
に
不
足
し

【船
に
は
何
人
乗
船
し
て
い
る
か
】

　

私
が
乗
船
し
て
い
る
「
し
き
ね
」

に
は
約
30
人
が
乗
船
し
て
い
ま
す
。

【船
上
の
生
活
で
苦
労
す
る
こ
と
は
】

　

船
酔
い
で
す
ね
。
海
上
保
安
官

も
人
間
で
す
の
で
酔
う
こ
と
も
あ

り
ま
す
。

　

船
酔
い
し
な
が
ら
も
仕
事
を
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
、
水
平

線
を
眺
め
る
な
ど
、
う
ま
く
抑
え

な
が
ら
業
務
を
こ
な
し
て
い
ま
す
。

【船
上
の
生
活
で
の
楽
し
み
は
】

　

ご
飯
で
す
！
や
っ
ぱ
り
カ
レ
ー

が
お
い
し
く
て
、
入
港
日
は
大
体

カ
レ
ー
に
な
る
の
で
す
が
、
市
販

の
ル
ー
を
使
っ
て
い
な
く
て
、
い

ろ
い
ろ
な
ス
パ
イ
ス
を
ブ
レ
ン
ド

し
て
い
る
そ
う
で
す
。

【持
っ
て
い
る
資
格
は
】

　

業
務
で
必
要
と
な
る
小
型
船
舶

操
縦
士
、
陸
上
特
殊
無
線
技
士
、

海
上
特
殊
無
線
技
士
は
研
修
期
間

中
に
取
得
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

大
型
船
舶
へ
の
乗
船
に
必
要

と
な
る
海
技
士
と
い
う
資
格
に

つ
い
て
は
、
乗
船
履
歴
（
船
舶

で
の
実
務
経
験
を
積
む
期
間
の

こ
と
）
が
得
ら
れ
次
第
取
得
す

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

て
い
ま
す
が
、
多
く
の
事
を
経
験

し
て
い
く
中
で
、
こ
れ
か
ら
続
く

後
輩
の
道
し
る
べ
に
な
っ
て
い
く

と
共
に
、
海
上
保
安
庁
と
い
う
組

織
に
新
し
い
風
を
起
こ
し
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。　

【市
民
の
方
々
に
一
言
】

　

下
田
は
密
漁
対
策
に
苦
慮
し
て

い
る
と
聞
い
て
い
ま
す
。
密
漁
に

よ
る
被
害
を
１
件
で
も
減
ら
し
、

下
田
の
海
の
治
安
を
維
持
で
き
る

よ
う
に
、
下
田
海
上
保
安
部
の
一

員
と
し
て
下
田
市
に
貢
献
し
て
い

き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

一
人
で
も
多
く
の
市
民
の
方
々
に

海
上
保
安
庁
と
い
う
組
織
を
知
っ

て
も
ら
い
、
理
解
し
て
い
た
だ
け

る
よ
う
、
こ
れ
か
ら
も
私
自
身
が

広
告
塔
と
な
っ
て
精
一
杯
頑
張
り

ま
す
の
で
ど
う
か
よ
ろ
し
く
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

海
上
保
安
庁　

第
三
管
区
海
上
保
安
部　

下
田
海
上
保
安
部

宮み

や

は

ら原 

孝こ

う

す

け輔 

さ
ん

下
田
で
働
く
人
に
聞
い
て
み
た

下
田
で
働
く
人
に
聞
い
て
み
た



 新しい証は 藤色藤色 です。

 7 月下旬に黄色の封筒で郵送します。

新しい証はクリーム色クリーム色です。

７月中旬に郵送します。
有効期限の過ぎた古い保険証は細かく裁断し、破棄してください。

マイナンバーカードが保険証として利用できます。マイナン

バーカードを取得していない方は、早めに取得しましょう。

※医療機関によって利用開始時期は異なります。

保険証が届いたら次のことを確認してください。
・他の健康保険証と重複している方はいませんか

・加入者に漏れはありませんか

・転居・転出など住所を異動した方はいませんか

・学生用の保険証が交付されている世帯の方で、卒業もしく

は現在在学中でない方はいませんか

上記のいずれかに該当する場合は届出が必要となりますので、

市民保健課国保年金係 (窓口③ )で手続をお願いします。

※国民健康保険税が未納の世帯の方は、保険証を税務課収納

係 (窓口⑦ )で交付させていただく場合があります。
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令和５年度の国民健康保険税について
　国民健康保険事業は、全国的に段階的な制度改革が行われており、平成 30 年度に運営が都道府県単位に広域化

され、静岡県と県内市町の共同で運営しています。また、国民健康保険税は県が示す標準保険料率をもとに市が税

率を定めます。

　税率は前年度と同率ですが、課税限度額と軽減判定所得額が引き上げられました。

　被保険者の皆さまにはご理解とご協力をお願いいたします。

※国民健康保険税は、「医療分」、「支援金分（後期高齢者支援金分）」、「介護分（介護納付金分）」の 3 つの区分で

構成されており、それぞれに「所得割」、「均等割」、「平等割」の 3 つの項目があります。これらの合計額が国保

税 ( 年額 ) となります。

※国民健康保険税の納税通知書は７月中旬に郵送します。

８月 1 日から国民健康保険証と後期高齢者保険証が切り替わります

国民健康保険国民健康保険
後期高齢者医療制度後期高齢者医療制度

区分

　　　　　　　　　　　
税率

　　課税対象

医療分 （75 歳未満） 支援金分 （75 歳未満） 介護分（40 歳以上 65 歳未満）

４年度 ５年度 ４年度 ５年度 ４年度 ５年度

所得割
前年中の総所得から基礎控除

43 万円を差し引いた額
5.5％ 5.5％ 2.1％ 2.1％ 1.8％ 1.8％

均等割 被保険者１人につき 21,000 円 21,000 円 8,100 円 8,100 円 12,000 円 12,000 円

平等割 １世帯につき 15,000 円 15,000 円 5,800 円 5,800 円 ― ―

課税限度額

（上記 3 つの合計額の上限）
65 万円 65 万円 20 万円 22 万円 17 万円 17 万円

　これから 75 歳になる方には、誕生月の前月下旬に

随時被保険者証を郵送します。

通院の際には医療費限度額適用制度をご利用ください
　医療費が高額になった場合、事前に「限度額適用認定証等」を医療機関に提示することにより、医療費

の支払いが自己負担限度額までに抑えられたり、食事代が減額される場合があります。身分証明書、保険

証と、マイナンバーのわかる物（本人又は同一世帯員以外の方が申請される場合には委任状）をお持ちの上、

市民保健課国保年金係（窓口③）で申請してください。ただし、所得区分によっては発行対象とならない

場合があります。これらの認定証の更新時期も８月１日となります。

※後期高齢者医療で既に認定証をお持ちの方で、負担区分に変更のない方は、自動更新で７月中に郵送します。

　保険料の算出方法
　①　所得割額（被保険者の総所得金額等－ 43 万円）× 8.29％

　②　均等割額　42,500 円

　①＋②＝年間保険料（賦課限度額 66 万円）

令和５年度

所得割率 8.29％

均等割額 42,500 円

賦課限度額 66 万円

後期高齢者医療制度の均等割額の軽減措置

　【均等割額の軽減判定所得基準額】

区分 世帯主及び世帯の全ての被保険者の総所得金額等の合計

７割軽減 基礎控除額（43 万円）+（給与所得者等の数※－１）× 10 万円を超えないとき

５割軽減
「基礎控除額（43 万円）+（給与所得者等の数※－１）× 10 万円＋ 29 万円×被保険者数」

を超えないとき

２割軽減
「基礎控除額（43 万円）+（給与所得者等の数※－１）× 10 万円＋ 53.5 万円×被保険者数」

を超えないとき

後期高齢者医療保険料のおしらせは８月中旬に郵送します

　令和４年中の所得に基づき、８月に令和５年度の後期高齢者医療保険料を決定します。４月、６月、８

月の年金からすでに今年度の保険料を納付している方は、決定した額から納めた額を差し引いた、残りの

額を納めていただきます。

問合せ先　市民保健課国保年金係（窓口③）☎㉒３９２２問合せ先　市民保健課国保年金係（窓口③）☎㉒３９２２

後期高齢者医療制度の保険料について
　保険料率は、医療費や現役世代とのバランスなどを考慮し、２年に一度改定されます。令和５年度の保

険料率は以下のとおりです。

被用者保険の被扶養者であった方について
　後期高齢者医療保険に加入する前日において、被用者保険（会社の健康保険など）の被扶養者だった方は、

資格取得から２年を経過するまでの間、均等割額が５割軽減されます。

　令和５年度から、５割軽減と２割軽減の軽減判定所得額が引き上げられました。

※一定の給与所得（給与収入 55 万円超）と公的年金等に係る所得を有する者（公的年金等の収入金額

60 万円超（65 歳未満）又は 110 万円超（65 歳以上））

　公的年金等に係る特別控除（15 万円）後は、110 万円を 125 万円となるよう読み替えます。なお、給

与に専従者控除のみなし給与や青色事業専従者給与は含まれません。

有効期限　令和６年７月 31 日

記号番号　1234567（枝番）01

氏 名

生 年 月 日

適 用 開 始 日

交 付 年 月 日

世 帯 主 氏 名

下田　太郎　　　　　　　性別　男

昭和 47 年　1 月　1 日

昭和 47 年　1 月　1 日

令和５年８月１日

下田　太郎

シモダ　　 タロウ

住所　静岡県下田市東本郷一丁目５番 18 号

保険者番号　220194　　　交付者名　下田市

０１２３４５６７

下田市東本郷一丁目５番１８号

下田　太郎 男

昭和１２年４月 1日

平成２３年４月１日

令和５年８月１日

１割

３９２２２１９５

令和６年７月３１日

令和５年８月１日

〒415-8501
静岡県下田市東本郷一丁目 5番 18 号
TEL0558-22-3922　FAX0558-22-3910

下田市役所
（市民保健課国保年金係）

下田市東本郷一丁目５番１８号

下田 太郎 様
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ごみの減量化についてごみの減量化について
　市では、可燃ごみの減量とごみの発生抑制の意識啓発を図るため、生ごみ処理機器の普及を推進しています。

生ごみ処理機器生ごみ処理機器

　生ごみ処理機器とは、生ごみを乾燥又は微生物によ

る分解等によって、減量化及び堆肥化させることがで

きる機器のことです。

生ごみ処理機器を使うことによるメリット生ごみ処理機器を使うことによるメリット

生ごみ処理機器購入費補助制度生ごみ処理機器購入費補助制度

　生ごみを分解し、ごみ量の減

量化やごみ袋の使用を少なくで

きます。

　堆肥化することでガーデニン

グや家庭菜園などに利用できま

す。

　生ごみ処理機器に投入するこ

とで、台所の衛生面が向上しま

す。

②堆肥化①減量化 ③衛生面

・市内に住所を有し、かつ、市内で機器

を使用する方

・機器を常に良好な状態で維持管理でき

る方

対象者

・機械式生ごみ処理機、生ごみを発酵、乾燥等の方法により分解、

堆肥化又は減量化する機械（ディスポーザーを除く）

・生ごみ堆肥化容器、コンポスト容器、その他生ごみを堆肥化する

ことを目的とした容器

※中古の機器は対象外

対象機器

ごみ減量化のポイントごみ減量化のポイント
○新聞、 雑誌、 段ボール、 牛乳等紙パック、 雑がみはリサイクル

　紙ひもで十字にしばってリサイクル収集に出してください。

○ペットボトルなどはリサイクル。 買い物の時はマイバッグ

　ペットボトルはキャップをはずして、水洗いをしてください。

　レジ袋などのプラスチックごみを減らすことで、海洋汚染の防止にもつながります。

○生ごみ処理機器などの使用

　一人１日約 350 グラム程の生ごみが出ます。

　全て処理をすると年間約 127 キロの減量につながります。

○草や剪定枝などは堆肥化

　堆肥化することによってごみの資源化、減量化につながります。

南伊豆地域広域ごみ処理施設整備事業南伊豆地域広域ごみ処理施設整備事業
現在、１市３町で進めている南伊豆地域広域ごみ処理事業について、これまでの背景や経緯などをお知らせします。

課課  　
　

題

　
　

題

人口減少等によるごみの減少 施設の稼働率の低下（非効率化）

維持管理費の増加（財政負担増）施設の老朽化

対　
　
　

策

対　
　
　

策

下田市

西伊豆町松崎町

南伊豆町

１市３町で課題解決を検討

南伊豆地域南伊豆地域

（広域事業）（広域事業）

それはつまり ...

施設の集約化

　・各市町の財政負担の軽減

　・効率の良い施設運営

　・維持管理環境負荷の軽減等

南伊豆地域広域ごみ処理事業 HP

広域ごみ処理施設の概要 （広域ごみ処理施設整備基本計画）広域ごみ処理施設の概要 （広域ごみ処理施設整備基本計画）

施設規模	：54t/ 日（連続運転式） 

処理方式	：ストーカ式

事業費 ：約 92 億円

　
施設規模：4.1t/ 日

　
事 業 費：約 37 億円

　ＤＢＯ方式※ ：約 120億円

※設計・建設、運営を民間に一括

発注する方法

資源化施設概要焼却施設概要 運営費（20 年間）

施設整備の方向性施設整備の方向性

・循環型社会の形成を目指し、資源化施設を整備し、ごみの減量、リサイクルを推進します。

・施設を新しくすることにより、環境性能が向上し、クリーンなごみ処理を行います。

・施設の集約化により温室効果ガス排出量を削減します。

建設候補地建設候補地

下田市敷根 13-11

※生活環境影響調査等の影響を

ふまえ建設場所を確定します。

施設の建設 （竣工予定）施設の建設 （竣工予定）

R11　焼却施設　　

R13　資源化施設

　購入費の２分の１以内とし、２万円

を限度とする。ただし、補助金の額に

千円未満の端数が生じた場合は、それ

を切り捨てた額とする。

補助金額

次の書類を提出してください。

補助金交付申請書、補助金交付請求書、設置完了届、生ごみ処理

機器購入の領収書の写し、保証書の写し

申請方法

「南伊豆地域広域ごみ処理施設整備事業」 「ごみの減量化について」 のご意見 ・ ご質問をお寄せください「南伊豆地域広域ごみ処理施設整備事業」 「ごみの減量化について」 のご意見 ・ ご質問をお寄せください

　問合せ先

　　「南伊豆地域広域ごみ処理施設整備事業」南伊豆地域清掃施設組合☎㊱４８５１・環境対策課☎㉒２２１３

　　「ごみの減量化について」環境対策課☎㉒２２１３
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情報公開制度及び個人情報保護制度の施行状況をお知らせします情報公開制度及び個人情報保護制度の施行状況をお知らせします

問合せ先　総務課総務係　☎㉒２２１１問合せ先　総務課総務係　☎㉒２２１１

情報公開制度

　情報公開制度は、市民の皆さまの知る権利

を保障するとともに、市が公文書として管理

している文書等を公開することで、市政に対

する理解と信頼をより深めてもらうことを目

的としています。

　令和４年度の公文書開示請求は、市長部局

宛、議会事務局宛、農業委員会宛、教育委員

会宛に合計 70 件ありました。

個人情報保護制度
　個人情報保護制度は、市の個人情報の適正

な取扱いについてのルールを定めるととも

に、市民の皆さまが自己の情報開示、訂正、

利用停止を求める権利を保障するものです。

　令和４年度の個人情報開示請求は、市長部

局宛に２件（全部開示２件）ありました。

　保有個人情報の訂正請求や利用停止請求は

ありませんでした。

請求のあった情報の種類（70 件）
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保険

料額

全額免除
一部免除

納付猶予
3／ 4免除 1／ 2免除 1／ 4免除

0円 4,130 円 8,260 円 12,390 円 0 円

年金額 1／ 2で計算 5／ 8で計算 6／ 8で計算 7／ 8で計算
反映しない

※追納により反映

所得

基準

（扶養親族の数＋

１） × 35 万 円 ＋

32 万円以下

88 万円＋扶養親族

等控除額＋社会保

険料控除額等以下

128 万円＋扶養親族

等控除額＋社会保

険料控除額等以下

168 万円＋扶養親族

等控除額＋社会保

険料控除額等以下

（扶養親族の数＋

１） × 35 万 円 ＋

32 万円以下

防災かわら版防災かわら版
問合せ先　防災安全課防災係（窓口⑩）　☎問合せ先　防災安全課防災係（窓口⑩）　☎㊱㊱４１４５４１４５

○サイポスレーダーに関すること○サイポスレーダーに関すること　　静岡県交通基盤部　土木防災課　☎０５４－２２１－２２４９静岡県交通基盤部　土木防災課　☎０５４－２２１－２２４９

　出水期になると、突然の豪雨や台風によって土砂災害や河川の氾濫などの発生率が高まります。災害が

発生する前に身近なことから準備しておきましょう。今回は、県が運営しているサイポスレーダーについ

てご紹介します。

～サイポスレーダーをご存じですか？～

　サイポスレーダーは、大雨時、台風時などの

防災情報を確認することができ、日常の生活情

報としても利用できる地域密着型の気象・防災

サイトです。各地の雨量・水位情報や台風・地

震情報のほかに、市町別・時間別の天気予報や

気象レーダー、河川監視カメラの映像なども確

認することができます。

　市が公表するハザードマップによる地域の情

報と、水位・雨量・気象予報等の防災情報を確

認し、大雨への備えをしておきましょう。

パソコンのデスクトップ、

スマートフォンの

ホーム画面に追加しよう！

http://sipos.pref.shizuoka.jp/

白浜大浜海岸でのドローン飛行のおしらせ
問合せ先　〇実証実験の事業に関すること　企画課企画調整係☎㉒２２１２　県地域振興課☎ 054-221-2057問合せ先　〇実証実験の事業に関すること　企画課企画調整係☎㉒２２１２　県地域振興課☎ 054-221-2057

○ドローンの飛行に関すること　株式会社ウインディーネットワーク㉒ 1511○ドローンの飛行に関すること　株式会社ウインディーネットワーク㉒ 1511

　市では、昨年度から引き続き、静岡県の事業を活用し、県と共同

で『過疎地域の活性化』を図るため、ＡＩやドローン（無人航空機）

などの革新的技術の導入に関する取組を進めています。今回は、海

水浴場開設期間にも、ドローンを活用した海水浴場の安全監視の実

証実験を実施します。実証実験中の海水浴は可能ですが、騒音や白

浜大浜海岸内の一部立ち入り制限等、ご不便、ご迷惑をおかけする

かと思います。海水浴場の安全・安心の向上に向けた取組に、ご理

解とご協力をお願いします。

実施日　 ７月 19 日（水）、予備日 20 日（木）

　　　　 ８月 15 日（火）、予備日 16 日（水）　　　

 　　　　９月５日（火）、予備日６日（水）

　　　 　※悪天候の場合は、日にちを変更する場合があります。

場　所	　白浜大浜海岸

内　容　・ドローンに搭載したスピーカーで遊泳に関する呼びかけ

　　　　・ドローンに搭載したカメラで遊泳客や要救助者の確認

公文書開示請求処理状況
処理状況

機　関

市長部局
議会事務局
農業委員会部局
教育委員会部局
合計

63
3
2
2
70

18
2
1
1
22

39
1
1
1
42

0
0
0
0
0

6
0
0
0
6

0
0
0
0
0

0
0
0
0
0

4
0
0
2
6

59
3
2
0
64

0
0
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0

請
求
件
数

全
部
開
示

部
分
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示

不
開
示

却　
　

下

取
下
げ

閲　
　

覧

閲
覧
お
よ
び

写
し
の
交
付

写
し
の
交
付

視　
　

聴

開示の方法
（単位：件）

エネルギーに
関すること ４件

入札・契約に
関すること ６件

新庁舎建設に
関すること ３件

海水浴場に
関すること ２件

その他
25 件

ごみ処理に
関すること
７件

境界確定等
図面 23 件
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問合せ先　地域子育て支援センター　☎㉗２２００

　あちらこちらからセミの鳴き声が聞こえ、暑い季節

がやってきました。熱中症予防のために室内でもこま

めに水分補給を心がけ、戸外では帽子などで直射日光

から身を守るようにしましょう。

　子育て支援センターでは、水遊びをしたり自然の風

を感じたりしながら夏を楽しんでいきたいと思いま

す。休息、睡眠、そして夏バテしない食事に心がけ、

元気に過ごしたいですね。どうぞ、支援センターに遊

びに来てくださいね。

誕 生 会

広報しもだ 2023.7 月号 - 10 -

　
こ
ん
に
ち
は
、
市
長
で
す

　
　
　
　
　

～
Ｃ
ｈ
ａ
ｔ
Ｇ
Ｐ
Ｔ
と
火
の
鳥
～

５日(土)　開館日

10日(木)　わくわくタイム※午後閉館(清掃・消毒)

14日(月)　閉館

15日(火)　閉館

19日(土)　開館日

24日(木)　誕生会　10時30分～

25日(金)　わくわくタイム　プール遊び終了

　　　　　※午後閉館(清掃・消毒)

28日(月)　発育測定・育児相談　９時～11時

　　　　　保健師・栄養士来所

※予定は変更になることもあります。　　　

詳細は支援センターまでお問い合わせください。

赤ちゃんとママのふれあい

わ く わ く タ イ ム 体 育 館 で 遊 ぼ う	

５/27 ～　市内小学校運動会　　

　市内複数の小学校で運動会が行われました。浜崎小

学校では、青空のもと一生懸命頑張る子どもたちの姿

に保護者は大きな拍手で応援をし、笑顔あふれる運動

会となりました。

６月の
できごと

- 11 - 広報しもだ 2023.7 月号

1 ～ 30 日　第 52 回あじさい祭

　　　　１日　消防団水防訓練

　　　　２日　下岡蓮杖翁顕彰慰霊祭

　　　　　11 日　事前復興まちづくりシンポジウム　

　 17 ～ 18 日　全日本ライフセービング大会

　　　　　21 日　寿大学

６/17.18　全日本ライフセービング大会
　白浜大浜で第３６回全日本ライフセービング種目別選

手権が開催されました。大学生を中心に500名を超える

選手が集まり、２日間に渡り日頃の練習の成果を発揮し、

熱戦を繰り広げました。

６/ １～ 30　第 52 回あじさい祭開催

　あじさい群生日本一！およそ300万輪咲き誇るあじさ

い園。今回も多くの方々で賑わいました。園内には、群

生地までの距離を示す看板や記念写真用にフォトフレー

ムなど様々な装飾がされ、来園者を盛大に出迎えました。

６/ １　地域の安全のための備え
　市消防団第４分団と団本部、訓練指導員らが外浦

海岸で水防訓練を行いました。水害の時期に備え、

海岸の砂を利用し 100 個の土のうを手際良い作業に

よりあっという間に作り上げられました。

５/24　寿大学開講式　　　

　高齢者を対象にした ｢ 寿大学 ｣ を開講 ( 今年度の

受講者 75 名 ) し、記念講演にて落語家 林家久三さ

んによる ｢ 交通安全落語 ｣ を開催しました。今後一

年間を通して健康の増進や人間性の向上などを目標

として学んでいきます。

６/11　事前復興まちづくりシンポジウム

　被災後の地域の未来を、事前に考えて備えることの必

要性や復興の過程で祭等の無形文化財が地域の人々の交

流や生活再建の力になった事例などが紹介されました。

市では「事前復興まちづくり」の取組を進めます。

・水遊び期間　７月 12 日 ( 水 ) ～８月 25 日 ( 金 )

・持ち物　タオル・着替え・水遊び用パンツ

※天候や行事等により実施しない日もあります。

　水遊びのお知らせ　水遊びのお知らせ　水遊びのお知らせ　水遊びのお知らせ
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②
公
式
Ｈ
Ｐ
で
イ
ベ
ン
ト
を
国
内

外
に
周
知
で
き
ま
す
。

問
合
せ
先

東
ア
ジ
ア
文
化
都
市
２
０
２
３
静

岡
県
実
行
委
員
会
事
務
局
（
静
岡

県
文
化
政
策
課
内
）

☎
０
５
４
‐
２
２
１
‐
３
２
７
１

申
込
方
法

　
電
話
又
は
左
記
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
か

ら
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

申
込
・
問
合
せ
先

生
涯
学
習
課
社
会
教
育
係　

　
　
　
　
　
　
　

☎
㉓
５
０
５
５

　
地
震
防
災
対
策
で
は
、
減
災
目

標
の
達
成
を
目
指
し
、
地
域
の
特

性
に
応
じ
て
対
策
が
進
め
ら
れ
て

い
る
と
こ
ろ
で
す
。
内
閣
府
で
は
、

今
後
の
防
災
対
策
に
向
け
て
、
皆

さ
ま
の
声
を
反
映
さ
せ
る
た
め
避

難
意
識
等
に
関
す
る
調
査
を
実
施

し
ま
す
。
１
人
で
も
多
く
の
方
に

ご
回
答
い
た
だ
き
た
く
、
ぜ
ひ
ご

意
見
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。
左

記
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
を
読
み
込
ん
で
い

た
だ
き
回
答
い
た
だ
け
ま
す
。

回
答
期
限
　
８
月
末
頃

問
合
せ
先

防
災
安
全
課
防
災
係　

　
　

 
（
窓
口
⑩
）
☎
㊱
４
１
４
５

員
試
験
採
用
情
報
ナ
ビ
）か
ら「
海

上
保
安
学
校
学
生
採
用
試
験
」
又

は
「
海
上
保
安
大
学
校
学
生
採
用

試
験
」
を
ご
覧
い
た
だ
く
か
、
左

記
連
絡
先
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

問
合
せ
先

第
三
管
区
海
上
保
安
本
部
人
事
課　
　

 

☎
０
４
５-

２
１
１-

１
１
１
８

　

マ
リ
ン
レ
ジ
ャ
ー
が
活
発
に
な

る
７
月
か
ら
８
月
は
海
の
事
故
が

多
く
な
り
ま
す
。
海
で
の
活
動
を

安
全
に
楽
し
む
た
め
、
次
の
点
を

守
り
ま
し
ょ
う
。

海
浜
事
故
ゼ
ロ
を
目
指
し
て

○
海
水
浴
場
内
で
遊
泳
し
ま
し
ょ
う

○
飲
酒
後
の
遊
泳
禁
止

○
立
入
禁
止
場
所
へ
の
侵
入
禁
止

○
釣
り
や
ス
ノ
ー
ケ
リ
ン
グ
で
は
ラ

イ
フ
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
を
常
時
着
用

船
舶
の
事
故
ゼ
ロ
を
目
指
し
て

〇
専
門
業
者
の
定
期
的
な
点
検
実
施

〇
発
航
前
点
検
を
実
施

〇
常
時
見
張
り
を
実
施

〇
無
理
の
な
い
航
海
計
画

〇
最
新
の
気
象
・
海
象
情
報
を
入
手

〇
故
障
に
備
え
救
助
支
援
者
を
確
保

日
時

７
月
12
日
（
水
）

９
時
00
分
～
11
時
30
分

12
時
45
分
～
15
時
30
分

場
所

市
役
所
駐
車
場

問
合
せ
先

福
祉
事
務
所
社
会
福
祉
係　

　
　

 

（
窓
口
⑥
）
☎
㉒
２
２
１
６

受
験
資
格

学
歴
に
応
じ
た
実
務
経
験
の
あ
る
方

申
込
期
間

７
月
18
日
（
火
）
～
31
日
（
月
）

試
験
日
　
10
月
18
日
（
水
）

試
験
会
場

レ
イ
ア
ッ
プ
御
幸
町
ビ
ル
（
静
岡

市
葵
区
御
幸
町
11-

８
）

受
験
手
数
料
　
７
，
０
０
０
円

※
試
験
の
詳
細
や
受
験
願
書
は
上

下
水
道
課
又
は
下
水
道
協
会
で

配
架
し
て
い
ま
す
。

問
合
せ
先

上
下
水
道
課
下
水
道
係

　
　
　
　
　
　
　

☎
㉒
１
２
０
０

申
込
期
日　

７
月
24
日
（
月
）

申
込
方
法

　

電
話
又
は
左
記
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
か

ら
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

申
込
・
問
合
せ
先

生
涯
学
習
課
社
会
教
育
係　

　
　
　
　
　
　
　

☎
㉓
５
０
５
５

　
　

海
に
落
ち
て
い
る
シ
ー
グ
ラ
ス

と
マ
イ
ク
ロ
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
を

使
っ
て
オ
リ
ジ
ナ
ル
フ
ォ
ト
フ

レ
ー
ム
を
作
ろ
う
！

日
時
　
７
月
23
日
（
日
）

　
　
　
10
時
00
分
～
12
時
00
分

場
所
　
中
央
公
民
館
大
会
議
室

参
加
費
　
１
人
２
０
０
円

定
員
　
先
着
30
名

対
象
　

市
内
小
・
中
学
生
と
そ
の
保
護
者

持
ち
物

・
シ
ー
グ
ラ
ス

・
マ
イ
ク
ロ
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク

申
込
期
日　

７
月
19
日
（
水
）

対
象

下
田
市
に
住
民
票
を
有
す
る
未
就

学
児
が
い
る
世
帯
の
方

割
引
内
容

 

市
と
夏
期
海
岸
対
策
協
議
会

が
運
営
す
る
駐
車
場
の
料
金
が

５
０
０
円
引
き
に
な
り
ま
す
。

（
民
間
の
駐
車
場
は
対
象
外
）

利
用
方
法

　

白
色
の
「
子
ど
も
医
療
費
受
給

者
証
」
を
料
金
所
で
提
示
し
て
く

だ
さ
い
。

（
お
子
さ
ん
が
同
乗
し
て
い
る
と

き
の
み
割
引
が
適
用
さ
れ
ま
す
。
）

利
用
で
き
る
施
設

白
浜
中
央
海
水
浴
場
、
田
牛
海
水

浴
場
、入
田
浜
海
水
浴
場
、
グ
リ
ー

ン
エ
リ
ア
、多
々
戸
浜
海
水
浴
場
、

吉
佐
美
大
浜
海
水
浴
場
（
舞
磯
浜

海
水
浴
場
を
含
む
）、
外
浦
海
水

浴
場
（
外
浦
観
光
協
会
、
外
浦
氏

子
会
運
営
の
み
対
象
）

※
対
象
の
方
で
「
子
ど
も
医
療
費

受
給
者
証
」
を
お
持
ち
で
な
い

方
は
福
祉
事
務
所
ま
で
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先

福
祉
事
務
所
社
会
福
祉
係　

　
　

 

（
窓
口
⑥
）
☎
㉒
２
２
１
６

　

７
月
第
１
・
第
３
金
曜
日
夜
間

と
第
４
土
曜
日
午
前
に
『
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
カ
ー
ド
窓
口
時
間
の
延

長
』
を
行
い
ま
す
。

窓
口
延
長
日
及
び
時
間

７
月
７
日(

金)

・
21
日(

金)

17
時
15
分
～
19
時
30
分

７
月
22
日
（
土
）　

９
時
～
12
時

持
ち
物

・
郵
送
さ
れ
た
個
人
番
号
カ
ー
ド

交
付
通
知
書
（
交
付
の
方
の
み
）

・
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
通
知
カ
ー
ド

・
本
人
確
認
書
類
（
免
許
証
等
、

顔
写
真
付
き
の
も
の
は
１
点
、

保
険
証
等
は
２
点)

窓
口
の
場
所

市
役
所
西
館
１
階　

市
民
保
健
課
市
民
係
（
窓
口
②
）

予
約
専
用
ダ
イ
ヤ
ル

　
　
　
　
　
　
　

☎
㉒
１
５
５
１

問
合
せ
先

市
民
保
健
課
市
民
係

　
　

 

（
窓
口
②
）
☎
㉒
２
２
１
５

　

初
心
者
大
歓
迎
！
親
子
で
釣
り

を
楽
し
み
な
が
ら
、
下
田
の
海
を

満
喫
し
ま
し
ょ
う
。

日
時　

８
月
５
日
（
土
）

　
　
　

〔
予
備
日
19
日
（
土
）
〕

　
　
　

15
時
00
分
～
17
時
30
分

場
所　

下
田
須
崎
漁
港

参
加
費

子
ど
も
１
０
０
０
円

大
人
１
５
０
０
円

定
員　

先
着
30
名

対
象

市
内
小
・
中
学
生
と
そ
の
保
護
者

持
ち
物

・
魚
を
入
れ
る
物
（
ク
ー
ラ
ー
等
）

・
氷
（
水
を
入
れ
て
凍
ら
せ
た
ペ
ッ

ト
ボ
ト
ル
な
ど
）

・
タ
オ
ル
、
濡
れ
て
も
良
い
服
装
、

着
替
え

・
釣
り
竿
、
リ
ー
ル

※
無
い
場
合
は
漁
師
さ
ん
の
竿
・

リ
ー
ル
を
貸
し
出
し
ま
す
が
、

数
に
限
り
が
あ
る
た
め
、
な
る

べ
く
各
自
で
用
意
し
て
く
だ
さ
い
。

広報しもだ 2023.7 月号 - 12 -

７月の納税
納期は７月 31 日（月）

固定資産税       ２期

国民健康保険税　 ３期

介護保険料    　 １期

 ※納期内に納めましょう

※納税は便利な口座振替で
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ぜひご利用ください

下田市メール配信サービス
同報無線の内容や市の情報を配信しています

（広告）

親
子
漁
船
釣
り
教
室
参
加
者
募
集

親
子
漁
船
釣
り
教
室
参
加
者
募
集

 

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の

   
   　　

  　
　
　
　

　
　
　
　

    

窓
口
延
長

窓
口
延
長

オ
リ
ジ
ナ
ル
フ
ォ
ト
フ
レ
ー
ム

オ
リ
ジ
ナ
ル
フ
ォ
ト
フ
レ
ー
ム

　

作
り
体
験
教
室
参
加
者
募
集
！

　

作
り
体
験
教
室
参
加
者
募
集
！

　

地
震
防
災
対
策
の
現
状
調
査

　

地
震
防
災
対
策
の
現
状
調
査

夏
の
海
水
浴
場

夏
の
海
水
浴
場

　
　
　

駐
車
場

　
　
　

駐
車
場

　
　
　
　

割
引
制
度

　
　
　
　

割
引
制
度

献
血
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す

献
血
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す

  

下
水
道
排
水
設
備
工
事

下
水
道
排
水
設
備
工
事

　
　
　
　

　
　
　
　

  　

責
任
技
術
者
試
験

　

責
任
技
術
者
試
験

　
　

静
岡
県
警
察
官
募
集

　
　

静
岡
県
警
察
官
募
集

　
　
　
　
採
用
試
験
の
ご
案
内

採
用
試
験
の
ご
案
内

人事院 QR コード

　

海
の
事
故
ゼ
ロ
を
目
指
し
て

　

海
の
事
故
ゼ
ロ
を
目
指
し
て

東
京
電
力
パ
ワ
ー
グ
リ
ッ
ド

東
京
電
力
パ
ワ
ー
グ
リ
ッ
ド

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

  

か
ら
の
お
知
ら
せ

か
ら
の
お
知
ら
せ

「
東
ア
ジ
ア
文
化
都
市
２
０
２
３

「
東
ア
ジ
ア
文
化
都
市
２
０
２
３

静
岡
県
認
証
プ
ロ
グ
ラ
ム
」

静
岡
県
認
証
プ
ロ
グ
ラ
ム
」

アンケート
QR コード

申込 QR コード

申込 QR コード



　　

み
な
さ
ん
、
こ
ん
に
ち
は
！

　

私
は
救
急
医
と
し
て
、
夏
の

熱
中
症
対
策
に
つ
い
て
心
配
し

て
い
ま
す
。
猛
暑
の
季
節
に
は
、

熱
中
症
に
か
か
る
リ
ス
ク
が
高

ま
り
ま
す
の
で
、
皆
さ
ん
も
ご

注
意
く
だ
さ
い
。

　

ま
ず
、
水
分
補
給
を
お
忘
れ
な

く
。
熱
中
症
を
予
防
す
る
た
め
に

は
、
こ
ま
め
に
水
や
ス
ポ
ー
ツ
ド

リ
ン
ク
を
飲
む
こ
と
が
重
要
で

す
。
特
に
屋
外
で
の
活
動
や
運
動

を
す
る
場
合
は
、
水
分
補
給
を
意

識
し
て
く
だ
さ
い
。
体
内
の
水
分

を
保
つ
こ
と
で
、
体
温
調
節
が
ス

ム
ー
ズ
に
行
わ
れ
ま
す
。　

　

適
切
な
服
装
も
大
切
で
す
。
薄

着
で
通
気
性
の
良
い
衣
服
を
選
び
、

で
き
る
だ
け
直
射
日
光
を
避
け
ま

し
ょ
う
。
帽
子
や
日
傘
、
サ
ン
グ

ラ
ス
な
ど
を
利
用
し
て
、
紫
外
線

か
ら
肌
を
守
り
ま
し
ょ
う
。
日
焼

け
止
め
の
使
用
も
お
忘
れ
な
く
。

　

ま
た
、
過
度
な
外
出
や
激
し
い

運
動
は
控
え
ま
し
ょ
う
。
高
温
多

湿
な
環
境
下
で
は
体
力
を
消
耗
し

や
す
く
な
り
ま
す
。
無
理
な
行
動

は
体
に
負
担
を
か
け
、
熱
中
症
の

リ
ス
ク
を
高
め
る
こ
と
に
な
り
ま

す
の
で
、
無
理
せ
ず
適
度
な
休
憩

を
取
り
ま
し
ょ
う
。

　

そ
し
て
、
周
囲
の
方
々
と
の

連
携
も
重
要
で
す
。
高
齢
者
や

体
調
の
優
れ
な
い
方
々
に
は
特

に
気
を
配
り
、
お
互
い
に
助
け

合
い
ま
し
ょ
う
。

　

も
し
熱
中
症
の
症
状
が
出
た

場
合
は
、
迅
速
に
冷
や
し
、
救

急
医
療
機
関
へ
の
受
診
を
お
す

す
め
し
ま
す
。

　

私
た
ち
医
療
ス
タ
ッ
フ
は
、
皆

さ
ん
の
安
全
と
健
康
を
守
る
た
め

に
尽
力
し
て
い
ま
す
。
ど
ん
な
些

細
な
疑
問
や
心
配
事
で
も
遠
慮
な

く
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。
一
緒

に
、
安
全
で
快
適
な
夏
を
過
ご
し

ま
し
ょ
う
！

問
合
せ
先

下
田
メ
デ
ィ
カ
ル
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　

☎
㉕
２
５
２
５

問合せ先　市立図書館　☎㉒０３５２　●休館日／毎週月曜日、第４木曜日及び祝日

ぜひ図書館に

お越しください

広報しもだ 2023.7 月号 - 14 -

 

熱
中
症
に
気
を
つ
け
て

　
　
　

内
科
医　

太
田　

宗
一
郎

　成人向け　書名 著者名 出版社

脈動 今野 敏 KADOKAWA

ジウ X 誉田 哲也 中央公論新社

はーばーらいと 吉本 ばなな 晶文社

図書館のお夜食 原田 ひ香 ポプラ社

ChatGPT の法律 田中 浩之 ほか 中央経済社

児童向け　書名 著者名 出版社

はらぺこおおかみの デコとボコ みやにし たつや/作・絵 ひかりのくに

錦鯉を創る 新潟から世界へ 松沢 陽士/写真・文 小学館

かみさまのベビーシッター か

みさま、合宿へ

廣嶋 玲子 /作　

木村 いこ /絵
理論社

ずかん 自転車
自転車文化センター/監修

森下 昌市郎 /著
技術評論社

ふせごう！デジタル近視 北明 大州/監修 旬報社
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桜風吹　 帝　さん

「　 清い美しき心と悪魔のささやき」

今月のミニミニあーとぎゃらりー ６月のアートギャラリー

図書館ニュース

　5/28 日曜カフェライブラリー（臨時開館）

　図書館では「LAC まち図書館」とのコラボ企画として、5 月 28 日に日曜カフェライブラリーを臨時

開館いたしました。当日はコーヒースタンドを設置し、コーヒーと本を通じたコミュニケーションが

生まれ、大変賑わいました。利用者からも好評であり、今後も本＋αを通じたコミュニケーションが

新たな文化として定着することを願っております。

今月の特集

　夏休み課題図書

　「青少年読書感想文全国コンクール」の課題図書と「静岡県感想画コンクール」の指定図書

を毎年展示しております。作文の書き方などの資料も一緒に展示してありますので参考にし

てください。

静岡県立伊豆の国特別支援学校

伊豆下田分校「図工・美術作品」
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野
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加
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85
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佐
々
木
義
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濵
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功
好　

９　

74

※
戸
籍
の
ま
ど
の
コ
ー
ナ
ー
に
掲

載
を
望
ま
な
い
方
は
、
事
前
に

係
ま
で
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。
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日
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６
月
15
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届
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亡
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ヤ
子　

19　
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二
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臼
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時
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19　

96
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加
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和
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26　
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内　

土
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忠
一　

29　
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８月の市民相談
相談日 内容 対象 時間 場所

８月３日
（木）

年金相談
どなたでも
（要予約）

９：00 ～ 14：00
市民文化会館
大会議室

８月８日

（火）

２歳児

健康相談

Ｒ３年

７月生
８：50 ～９：50 中央公民館

２歳６か月

児健康相談

Ｒ３年

１月生

８月９日
（水）

法律相談

どなたでも

（要予約）

９：30～ 12：00
市役所

第１委員会室

市民相談

10：00 ～ 15：00

市役所
第２委員会室

８月23日
（水）

人権相談
どなたでも
（予約不要）

市民文化会館
小会議室２

乳幼児健診
相談日 内容 対象 時間 場所

７月27日
（木）

１歳６か月

児健診

Ｒ３年 12 月 16 日～

Ｒ４年１月 26 日生
12：50

～ 14：00

市民文化会

館小ホール

３歳児健診 Ｒ２年５月～６月生

水道当番工事店　　　　　　※修繕費は有料です。

分担期間 工事店 電話番号

７月３日～７月９日 ヤマト設備工業㈱ 23-3570

７月10日～７月16日 須原設備 28-1161

７月17日～７月23日 杉本設備工業㈱ 22-3040

７月24日～７月30日 ㈲菊地ポンプ商会 22-1085

７月31日～８月６日 土屋設備 22-6506

人のうごき
    住民登録人口 ５月１日 増減

男　   ９，６０８　　　－２４

女 　１０，２８６　　　－１２

計 　１９，８９４　　　－３６  

  　　世帯数　  １０，４７３ 

　　　出　生  　３　　 転　入　　４４

　　　死　亡  ３７　　 転　出　　４６

謹
ん
で

　
お
く
や
み
申
し
上
げ
ま
す

お
誕
生
お
め
で
と
う

　
　 

あ
か
る
く
す
こ
や
か
に

子育てネットワーク通信
問合せ先　子育てネットワーク事務局　☎㉒２２１６

●ひよこサロン（参加費無料）☎㉒ 3294（社会福祉協議会）

　日時　７月 20 日（木）10：00 ～ 12：00

　場所　道の駅「開国下田みなと」４階会議室３

子育て中のお母さん（保護者）の交流の場、情報交換の場、

子ども同士の交流の場として自由に遊ぶことができるスペー

スを提供しています。子育ての息抜きに一度遊びに来てみま

せんか。

　※予定は変更になる場合がございます。

市公式
市の魅力的な風景や住んでいるからこそわかる
スポットの画像を発信していきます。

下
田
市

下
田
市

ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン

　
　
　
サ
ー
ビ
ス

（インスタグラム）

Instagram



　　　

皆
さ
ま
、
こ
ん
に
ち
は
。
地
域

お
こ
し
協
力
隊
里
山
づ
く
り
部
門

の
田
中
裕
香
で
す
。

　

私
の
活
動
の
近
況
を
紹
介
さ
せ

て
頂
き
ま
す
。

  
５
月
５
月
2727
、、
2828
日日

  
お
試
し
移
住
体
験
ツ
ア
ー
開
催

お
試
し
移
住
体
験
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ア
ー
開
催

　

移
住
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
部
門

　

移
住
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
部
門

の
野
添
さ
ん
と
移
住
希
望
者
の
方

の
野
添
さ
ん
と
移
住
希
望
者
の
方

に
向
け
て
、
田
舎
だ
か
ら
こ
そ
出

に
向
け
て
、
田
舎
だ
か
ら
こ
そ
出

来
る
農
の
あ
る
暮
ら
し
の
提
案
を

来
る
農
の
あ
る
暮
ら
し
の
提
案
を

込
め
た
「
お
試
し
移
住
体
験
ツ

込
め
た
「
お
試
し
移
住
体
験
ツ

ア
ー
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

ア
ー
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

私
が
こ
ち
ら
に
来
て
か
ら
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住

　

私
が
こ
ち
ら
に
来
て
か
ら
移
住

者
さ
ん
と
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が
る
中
「
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も
畑

者
さ
ん
と
繋
が
る
中
「
私
も
畑

や
り
た
い
！
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と
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ょ
っ

や
り
た
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！
」
と
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っ

と
だ
け
使
え
る
畑
と
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無
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の

と
だ
け
使
え
る
畑
と
か
無
い
の

か
な
？
」
な
ど
の
声
を
多
く
受

か
な
？
」
な
ど
の
声
を
多
く
受

け
、
こ
れ
か
ら
移
住
希
望
す
る
方

け
、
こ
れ
か
ら
移
住
希
望
す
る
方

く
、
と
て
も
嬉
し
か
っ
た
で
す
。

く
、
と
て
も
嬉
し
か
っ
た
で
す
。

　

こ
ち
ら
に
来
て
か
ら
、
下
田
市

　

こ
ち
ら
に
来
て
か
ら
、
下
田
市

の
人
口
減
、
高
齢
化
、
未
利
用
施

の
人
口
減
、
高
齢
化
、
未
利
用
施

設
、
遊
休
農
地
、
こ
れ
か
ら
先
の

設
、
遊
休
農
地
、
こ
れ
か
ら
先
の

問
題
を
い
ろ
い
ろ
な
側
面
か
ら
感

問
題
を
い
ろ
い
ろ
な
側
面
か
ら
感

じ
て
い
ま
す
。
多
々
ハ
ー
ド
ル
は

じ
て
い
ま
す
。
多
々
ハ
ー
ド
ル
は

あ
り
ま
す
が
「
お
試
し
移
住
体
験

あ
り
ま
す
が
「
お
試
し
移
住
体
験

ツ
ア
ー
」
を
す
る
こ
と
で
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住

ツ
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」
を
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こ
と
で
、
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促
進
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も
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づ
く
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促
進
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も
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ろ
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、
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く
り

部
門
と
し
て
農
へ
の
関
心
も
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プ

部
門
と
し
て
農
へ
の
関
心
も
ア
プ

ロ
ー
チ
出
来
た
ら
良
い
な
と
微
力

ロ
ー
チ
出
来
た
ら
良
い
な
と
微
力

な
が
ら
に
思
っ
て
い
ま
す
。
そ
ん

な
が
ら
に
思
っ
て
い
ま
す
。
そ
ん

な
思
い
を
込
め
て
、
第
二
弾
を
秋

な
思
い
を
込
め
て
、
第
二
弾
を
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頃
に
ま
た
野
添
さ
ん
と
協
力
し
て

頃
に
ま
た
野
添
さ
ん
と
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力
し
て

ツ
ア
ー
企
画
を
進
め
て
い
ま
す
。

ツ
ア
ー
企
画
を
進
め
て
い
ま
す
。
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な
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て

よ
り
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を
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し
て

　　

圃
場
管
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、
農
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業
、
果
樹
園

圃
場
管
理
、
農
作
業
、
果
樹
園

栽
培
等
の
作
業
を
通
し
て
、
道
具

栽
培
等
の
作
業
を
通
し
て
、
道
具

の
重
要
性
と
安
全
性
が
何
よ
り
大

の
重
要
性
と
安
全
性
が
何
よ
り
大

事
だ
と
い
う
こ
と
か
ら
、
刈
払
い

事
だ
と
い
う
こ
と
か
ら
、
刈
払
い

機
と
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
の
取
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扱
い

機
と
チ
ェ
ー
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ソ
ー
の
取
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扱
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安
全
講
習
会
に
参
加
し
て
き
ま
し

安
全
講
習
会
に
参
加
し
て
き
ま
し

た
。
講
習
会
は
ど
の
会
場
も
直
ぐ

た
。
講
習
会
は
ど
の
会
場
も
直
ぐ

に
定
員
に
達
す
る
程
の
需
要
で

に
定
員
に
達
す
る
程
の
需
要
で

す
。
今
、
よ
り
一
層
安
全
な
作
業

す
。
今
、
よ
り
一
層
安
全
な
作
業

が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
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働
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働
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教
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修
了

証
を
受
け
取
り
、
今
後
も
よ
り
安

証
を
受
け
取
り
、
今
後
も
よ
り
安

全
な
活
動
を
心
掛
け
て
い
き
ま
す
。

全
な
活
動
を
心
掛
け
て
い
き
ま
す
。
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先
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業
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係
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㉒
３
９
１
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広
報

し
も

だ
　

令
和

５
年

7
月

７
日

発
行

　
毎

月
１

回
発

行
　

下
田

市
役

所
〒

415-8501 下
田
市
東
本
郷
一
丁
目

5
番

18
号
　
☎
 (22) 2212

みなさんのお宅のアイドルを募集しております。
市役所へどしどしお寄せください！
問合せ先　企画課秘書広報係　☎㉒ 2212

 須崎にお住いの

 長谷川　知哉さん・歌音さんの

    長 男　蒼
あ お ば

波 くん   （１歳０か月）

　

　ボール遊びとラッパを吹くのが大好き！

　今年の夏は水遊びにも挑戦します！

で
そ
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な
希
望
を
持
っ
た
方
も
い

で
そ
ん
な
希
望
を
持
っ
た
方
も
い
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の
で
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収
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験
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収
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？
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よ
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と
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、
下
田
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、
下
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理
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よ
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協
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よ
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流
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こ
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検
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検
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作
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作
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。
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と
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が
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た
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ベ
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近
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ベ
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感
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の
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感
も
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が
、
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っ
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の
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ト

が
、
終
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た
後
の
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や
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を

や
コ
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ト
は
下
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に
好
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象
を

受
け
た
な
ど
の
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し
い
言
葉
が
多

受
け
た
な
ど
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し
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言
葉
が
多
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地
域
お
こ
し
協
力
隊
の

　
　
　
　
　
活
動
報
告

　
　
　
　
　
活
動
報
告

伊豆縦貫自動車道を早期完成させよう！！伊豆縦貫自動車道を早期完成させよう！！
「伊豆縦貫自動車道ロゴマーク」を利用して、伊豆縦貫自動車道の整備促進と「伊豆縦貫自動車道ロゴマーク」を利用して、伊豆縦貫自動車道の整備促進と

活性化を県内外にＰＲしましょう！　　ご利用方法については、こちらから→活性化を県内外にＰＲしましょう！　　ご利用方法については、こちらから→


